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研究成果の概要（和文）：ヒトの一次運動野を刺激すると同時に言語活動を賦活し左右大脳半球優位性を明らかにする
手法を確立した。左利き被験者においてこの方法を用いたところ、左利き被験者においては言語中枢が左側優位、右側
優位、両側優位のものが混在していることが判明した。これは幼少時には右半球優位であったものが、利き手交換によ
り大脳半球の活動に影響を与え優位性が変化したものであると考えられた。脳神経外科患者においてこの手法による大
脳半球優位性を評価し、同じ患者でアミタールテストによる大脳半球優位性を評価し両者を比較したところ、良い相関
が得られた。これらの結果から本法はヒトの大脳半球優位性を判定できる新しい手法と考えられた。

研究成果の概要（英文）：We investigate the effects of speech on the excitability of corticospinal 
pathways to human hand muscles. Herewith, we established a new method to identify the human cerebral 
hemispheric dominancy. In left handers, hemispheric dominancy is in left side or bilateral side, which 
was influenced by the subjects’ handedness switch in their childhood.
The patients with neurosurgical disease in their cerebral hemisphere needs to evaluate their hemispheric 
dominancy preoperatively, therefore, we applied our method to these patients. The results obtained from 
the patients revealed good correlation between the results by our method and those of Amytal test. Our 
new method is useful to determine human hemispheric dominancy.

研究分野：脳神経外科学
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１．研究開始当初の背景 
 ヒトの左右大脳半球には優位性がありこ
れを明らかにすることは生理学的にも臨床
的にも重要である。古くから様々な研究が行
われてきたが、臨床の現場においては、未だ
に侵襲を伴うアミタールテストが行われて
いる。従って、非侵襲的な検査法の確立が必
要であった。経頭蓋磁気刺激法は非侵襲的に
ヒトの大脳を刺激することができる新しい
手法として、1985 年に登場した。この方法
を用いてヒトの脳や神経に対する生理学的
研究が行われてきたが、大脳半球優位性につ
いても応用が期待されていた。 
 
２．研究の目的 
 体に針も刺さず電極もつけずに、安全に脳
に刺激を与えることができる磁気刺激法は、
大脳皮質運動野を刺激する場合、図の如く皮
質内の介在ニューロンを刺激することが知
られている。これにより大脳皮質の興奮性を
捉えることができる。 

これを左右の大脳半球に与えることにより、
高次脳機能の一つである言語の優位性をみ
ることができる。具体的には、言語の活動を
行いながら、手指の運動電位を測定すること
により、大脳半球の活動を評価する。これら
により、利き手により言語がどちらの半球に
存在するか、また実際の臨床にどのように応
用できるかを明らかにするものである。 
 
３．研究の方法 

２台の磁気刺激装置に８の字形コイルを接
続し、左右大脳半球一次運動野上にそれぞれ
設置する。それぞれの刺激装置から発生する

変動磁場をランダムに与え、対応する手指の
第一背側骨間筋から運動電位を記録する。こ
の測定を、言語タスクを与えた条件下で記録
し、左右の運動電位の振幅を評価の対象とし
た。 

また各被験者は、エジンバラ方式の利き手検
査を行った。 
これらの結果を、健常成人において左利き被
験者について検討した。また脳神経外科患者
におけるアミタールテストと比較した。 
 
４．研究成果 
手指の第一背側骨間筋から運動電位の記
録を行い、左右大脳半球に存在する一次運
動野に刺激を与えた。文章の音読をしなが
ら、運動電位を測定すると、右利きでは、
左大脳半球に優位性があり、左利きでは右
利きより比率は低いものの、右大脳半球に
優位性があることが判明した。これは、単
なる言語の優位性のみでなく、利き手の使
用による影響、特に左利き被験者の場合、
幼少時の利き手交換が影響していることも
示唆された。以下に左利き被験者の利き手
検査結果を示す。 

次にこの手法を脳神経外科患者に対し用
いたところ、アミタールテストで判定され
た左右大脳半球優位性と、我々の磁気刺激
を用いた方法による結果に良い相関が得ら
れた。これらの結果から本法はヒトの大脳
半球優位性を判定できる新しい手法と考え
られた。 
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